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創立20周年をむかえて

北ilJi泊難楠適Jf,-fr7三･浜中支部支部1主

田　宮　滋　子

たった8名の患者が災って友の会を発足させて以来20年がすぎました.

現在の会員は丁度1 0倍の80名をこえでいますo　こゝに至る20年frri=ま､ Fゾ
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発足して2年目には　F今日1日太陽のもとで遊びませんか』のフレーズのも

とに､ 173=内の患者家族､スタッフ､ボランティア500名が災り､子野口公園

-あやめが原-白浜海岸でさわやかな風に吹かれました｡ ｢7年目に海を見た｣

｢1 0年目に砂にさわった｣とよろこんだ患者の声が今も心に残ります｡

以米｢難病.知t料検診相談会｣ ｢シンポジウム｣など､少しでも町民の方々にお

役に立ちたいと頑張ってまいりました｡

医戎ぞ書聖の自己負担が増えたとき､ frL')'齢者の病院代が有料になる時など､その

折々に皆様に署名をお願いし､北海迫難病姓の全迫代表として迫選出の国会議

員への請願にも行ってまいりました｡

●
原因も治だ享法も不明な難病の研究誉管として国からの予算が出ていて撫料だっ

た難病患者の医城門の1部負担が導入されました｡くらしにくい世の中で､ハ

ンディを持つ私たちには更に幸い現実ですが､ 20年間培ってきた会員同志の

信頼と皆様の御支校のもとに､大きな節目に心新らたに歩みつゞけることをお

約束いたします｡



ご　あ　い　さ　つ

rl.I.llI､-311{

浮　田　昭　夫

財団法人北海迫難病連rj_岸･浜中支部が設立2 0周年を迎えられましたこと

を､心よりおTlH,び申し上げます.

発足以来この20年間､レクリエーションや交流会などの行やをとおし､ LIE

支部は患者やご家族のみなさんの大きなささえとなり､またそれら行執こ参加　●

された方々の杵が一層強くなったことと思いますo

また､様々なテーマを取り上げた講演会などは､難病に対する社会の理解を

深めるなど､地域における役割も非常に大きく､ ifI支部の活動に心より敬忠を

表します｡

今日の医学はめざましく進歩したとはいえ､末だ原因が分からず治瞭法も確

定していない病気で､多くの方々が悩み苦しんでいます.この現状を考えると､

難病の調査研究が一層の成果を上げ､一日も早く原因が解明され､効果的な治

療法が確立されることを強く期待しますo

厚岸町といたしましても､補助金の交付､検診料の助成など微力ながらもこ

協力させていただいておりますが､今後さらに､だれもが健康で生きがいを持
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願いいたします｡

以後に厚岸･浜中支部にはこれからも､患者やご家族の皆様の心の支えとな

り､地域に根ざした活動を続けられますことをお願い申しあげるとともに､難

病辿Ir}-1岸･浜中支部のますますの発展を心より祈念申し上げます,



北海道難病連厚岸･浜中支部

結成20周年によせて

浜中町l主

小　林　　　章

北海迫難病辿厄lI岸･浜中支部結成2 0周年､心からお慶びお祝い申し上げま

す｡

20年間の会員の皆様のご苦労､会を支えてきた役員の皆様のこ努力に深く

●感謝を申し上げます｡

難病と一口に言っても多くの病気があり､現代のfL')'度に発達した医学でも治

すことのできない病であり､症状も様々で､患者の皆様の苦痛､ご家族の方々

の苦労､精神的､肉体的､経済的な負担は計り知れないものがあると伺ってい

ます0

-人ひとりでは弱い立場の人間ですが､同じ悩み､苦しみを持つ人々があい

災い､お互いに励ましあって生きてきた､病気の解明を促進し､少しでも生活

しやすいより良い環境を作ってきた､難病逆の活動は会員や家族の皆様の大き

な支えになったことと思います｡

難病の皆様の出初の窓口は保健所ですが､町に住む人々のために働く役場と

して､保健卯や社会福祉係等が皆様の相談に当たり､通院交通照の一部助成等
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会員の皆様､こ家族の皆様が勇気を持って難病や障害と戦い､生きがいのあ

る人生を送られますよう､そして北海道難病迎厚岸･浜中支部のますますのこ

発展を祈念申し上げ､お祝いの言葉といたしますo



ご　あ　い　さ　つ

町立1!j岸病院院長

石　村　美　樹

北海道難病連JIFf_岸･浜中支部が設立二十周年を迎えられるにあたり､一言お

祝いの言葉を申し上げますとともに､二十年間に渡る会員の皆様のこ苦労に対

し,心から訳辞と敬忠を表しますo

一重に十年とq】しますがこの厳しい社会環境の中､様々な問題に突きあた　●

り､そして幾度か挫折しそうになった事があることでしょうo

そんな時にも励まし合い､相談をして､ひとつひとつ乗り越え地迫ながら7iYj

実に活動を続けて来られた会員の皆様のこ努力に対し改めて感謝を申し上げま

す｡

またこの二十年の歩みの中に当院も深い係わりを持たせて7fiいているとFi"き､

大変蝦しく思っております0

日支部が結成された翌年の昭和五十四年六月には盛会の中で開催されました

野外レクリェ-ションへの参加､また同年には町立病院に於いて週一回難病外

来を開設させて頂きましたし､昭和五十六年の国際障害者年難病と降P竿を考え

るシンポジウムが開催された際には､当時副院長でありました小児科の五十嵐

先生が出席をし､特別講演をさせて頂いています｡

また昭和五十九年､六十三年には当院に於いて難病柵料検診相談を開催して

いますが､この他にも数々の行事､事業等に参加させて頂いておりますo　これ

からも機会があれば参加させて7jfiきたく考えておりますo

今後も難病連の発展のため､一層のご尽力を賜りますようお願い申し上げる

とともに会員の皆様のこ､多幸と増々のこ活躍をお祈り申し上げましてお祝いの

言柴といたします｡

●



二十周年を迎えて更なる結束を

浜中町立浜中.診軌軒所長

道　下　俊　一

北海道難病迎厚岸浜中支部を結成されて二十周年､心よりお祝い申し上げま

すoわずか十四名で発足されたとのことですが､少人数ながらしっかり結束を

固め､北海迫難病姓に加入し､辿粥を深めることで､活動の範囲を拡大して米

●　られた二1呼の歩みに心から敬意を表しますo
然し､昨今の国や迫の施策をみると､決してみなさんの前途は明るい材料は

かりでないことは残念なことですo昨年九月の医糠書聖の改定以来､私の診糠所

のお年寄りの受診はめっきり減って釆ました｡あるお年鵠=りは｢先生｡ひとつ

でもふたつでも葉を減らして下さい｡千二十円だけでよかったのが､四倍も五

倍にもなってつらいんです｡｣

何時もは､しっぷ栄をたくさんくれと云うおばあさんが､ ｢今日はいりません｡｣

と云うのをr踊くと悲しくなりますD

二週田村たってもう柴はなくなっている筈なのに｢今日は診察だけにして､薬

はいりません｡｣弱い老人をどうしてこうもいじめるのかと思うと､今度は腹が

立ってきます｡

そして昨年から話越になっていた,持定疾劉宝残章誉哲の自己負担群入が､遂に
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りませんo遂に導入されます｡残念なことですo　和一ばい生きているみなさん

の経済的負担を増大し､希望を失ってしまはないかと気になりますo

日本の祁祉はひとつひとつ後退していきますo　新しい政権の誕生をテレビは

報迫していますが､果たして術祉を取り戻してくれるのでしょうか｡弱い者い

じめを止めてくれるのでしょうか｡私たち医棟にたずさわる者も声を大にして､

国に訴えていきますが､みなさんも二十周年を祝うと同時に公貿負担を復活さ

せる運動を展開して下さい｡

今こそ｢なんれん｣のみなさんの一層の結束が絶対必要な秋と思いますo頑

張って下さいo



十五年前を思い出して

北海泊近議会議Ll
勤医協中央病院名で二手院1長

大　摘　　　果

厚岸･浜中支部二十周年おめでとうございます｡

私と皆さんとのおつき合いは､八十一年十二月の咽際障害者年､難病と障

害を考えるシンポジウム｣､八十三i汁一月の｢難病と附を考えるつどい｣以　●

釆ですが､当時まだ少なかった難病連の地域支部の先駆的なとりくみとして､

私も一生懸命講師としての役割をつとめたことを昨日のように思い出します｡

田宮滋子さん､小柳悦子さんたちの熱心なとりくみ､講師やパネラーとして

つとめた町立病院の五十嵐正紘先生､浜中診疾モ所の迫下俊一先生はじめ患者の

堀井つるさんなど､ひとつの地域の中で医戎f ･桁祉に携わる様々な立場の人々

が率軽に議論し合った有意義な催しでしたo

あれから十五年以上たちますが､政府は今年の五月から難病の医蝶苦学柵料化

制度を脳して一部負担を導入しました｡

北海迫では､難病連をはじめとする医療棚祉団体の運動､そして私の道議会

での追及によって五月一日の導入を全国で唯一ストップしてきましたが､残念

ながら八月一日から一部負担が狩人される結果となりました.

昨年九月の医捺保険制度の改悪に続いて､来年､再来年とさらに患者負担増

や制度改悪がおしつけられようとしています｡

このような時に､これをはね返していく全国的な運動が必要とされるのは勿論

ですが､地域の中で患者さん､医蝶.福祉関係者が核となって住民ぐるみの運

動が必安です｡

厚岸･浜中支部がその役割をますます発揮することが求められていますo

わたしもいまでは　r病/気を治す仕が｣よりも｢政治の病'jitを治す｣ことが主

な仕叫になっていますが､難病の専門医として皆さんととりくんでまた原点を

忘れることなく-楢頑張っていく決意ですo

●



近　況　報　告

r'河自治【室料大学教授
元町立JIJ.JLJT!病院長

五十嵐　正　紘

)'J･)与三を去ってri1-8印になるo li,I-)-Ir壬の印射こ残る思い.LIJ.の一つは､軌な夕なに眺めたl!J:岸

の太朋であるo　当iI'lLの早例に呼び起こされると､浜中の方向からi'1.っ赤に燃えた大きなお

●一･㌦∴∴'l,:I.I,.:!∴/-, ∴三一㌦:｣. 二∴∴...
の細面とその上''架の'L'を土■!A.っ亦に先ミがして沈んでいくのをすはらしいと.FLl.って眺めていたo

こんな死を迎えたいとの.ILl.いがいつも一紙にあったo　誕生や成1-1と､老いや死亡との共適

性を考えさせられる胤i;ttでもあったo

この地球上に生命がたんじょうしてから36位咋にわたり代を継いで辿緋と生き%,'Cけて

以後に私を構成することになった鮒胞がその役口を終えて､すでに1 50位畔の歴史を持

つ宇'Lll'のタイナミックなL臼.-みの要藩主となって州っていくときが死である0　36位咋続いた

lrf己糾純系が桝雌するときであるから#,Llしい1)'rJみとllh'みを伴ってのこととなるのは空けざ

るをえない｡今住む家の2桁にあるELl分の.lF茄に行く隅段をシIlるときに､このrFr7段を1'l分

の足でiII-れるのはあと何咋かなと考える隼になったo　残された時r日日ま少ない｡このbJ.い時

問に､私に与えられた私によってなされることを待っていること､私に与えられた私を必

要とする人に､私にできることをしたい｡

いま私は自治は科人学を定咋まで何畔も残して退職し､ Llに20人(､`I-_の出たきりの人､

搾′.!fや難病で遠くへの移勅が困難な人の家庭を訪Fl与Jして､ .診≠7,(や､外にでられるようにす

●二㌦ ､-∴∵∴∴~∴∴∴∴∴∴:. -ミ､1'=:
のような家庭lラ,:､またWl抑科[2:1-_､神経F^J科r'ji､盟形外科【'i三､ FJ!Jlf':W.モ法｣∴　装土L:lI､姐策士､

舶科I'j;J_､舶科衛生上､ Trけ壁如､栄炎上､薬剤帥､保健如､介讃*.11祉士､ヘルパー､即容師

と多くの職印が一紙にまたは別々に,訪れる医W.(は今までは考えられなかったものですD　2

4時lHは寸応で出演からの緊急軌.I号にもLc;じています｡

l別巾の怪嫉判断について考える三､Pf'ru (l'笑蝶判断学)はすでにありますが､ ,fil.者がどのよ

うにして判断をくだしているのかについては殆ど解LIJJされておらず､この解明がないとよ

いFlj:1-.価.Eil.+(.r対係､対等な.掛IJ7と協議､情報公開､インフォームドコンセントは生まれない

と考え､このことに興味を持って什Ilfをしていますo　また偶人の郎煉疾病史を一つの学FJり

にしなければならないとの使命をJ㌧り;圭在職中から感じています､これが保健医嫉棚祉の評

価のもっともrLLIJ度な形態になり青汁るとの思いからですo　戦後5011三分化した【室粉の方法論

はすはらしい発Jiiを遂げましたが､それと巾の両輪をなすべき統合の医始のための使える

方法.削ま末だありません､それがプライマリケア､家庭医嫉､総合医蝶といわれる,診蝶科

目の発鵬を阻んでいるとのおもいから何とか使える方法論をものにしたいと考えています｡



ご　あ　い　さ　つ

迫如勤怪協理叫f･i

時　沢　　　事

難病連　厚岸･浜中支部設立二十年､まことにおめでとうこざいます｡

二十年前は､ ｢難病｣という言葉は耳新しく､原因不明で治糖法も確立してい

ないため､不安が大きく､また誤解されることもあった時代でした｡

支部結成により､一作レクレーション､難病と障害を考えるシンポジウムな　●

ど活発な活動が開始され､地域の人に理解を広げてゆきました｡

小柳悦子支部長や田宮当事務局長の熱忠と人柄が周りの人を励ます大きな力と

なりました｡ ｢悦ちゃんはね--｡｣という支部長の明るい声が今も生きいきと

起ってきます｡

また､会員の頑張りだけでなく､迫下先生､麻生先生､五十嵐先生､行木先

生など医棟関係者によき理解者を得られたことも､運動を進める上で力強い見

方であったと思われます｡

難病姓の活動は､難病の究明､病気とのたたかいに大きな力となっただけで

なく､健常者のかかわり､行政の対応などに深く問題を投げかけました｡後日､

釧路をrllJ山こ企画された｢阿智者列軸ひまわり号｣の取り組みにも大きな影幣

を与えました｡

1:L.::l∴:.1皇J一言∵.I:i:7∴嵩:.言上Y,∵lll}:I:≡,∴∴∴ご●
ますo

本年八月より､特定疾患の医捺印一部負担が実施されましたo　捌病生活の多

大な苦痛に加えて､経済的負担に苦悩せざるを得なくなったことは_i'主に遺憾で

す｡

病気で苦しむ人が安心して療遵できる環境をつくるために､私たちもみなさ

んと手を携え､地域に輪を広げてゆきたいと思います｡

i'i支部のこ発展を祈念いたします｡



難病連厚岸･浜中支部のあゆみ

1 978年(昭和53年)

10月12日　へ-チェット友の会を中心にIlj

●

●

1981年(昭和56年)

3月6日　町立病院で人工透析諌三施　町立

岸･浜Ll]難病友の会#.-成　8才弓　　　　　　　　　病院i堅',li1;変Ll会で決定

1 979年(昭和54年)

6月24日｢今日一口たいようの下であそぴ

ませんか｣と呼びかけて､釧搾地区

会rilレクT)ェーションをF糊僻｡ .Til者､

'#族､スタッフ､ボランティア合わ

せて500余人参加

10月22日I!jrf･浜中地区恕淡会(竹活政

溝センター)

1 980年(昭和55年)

10月21日　難丸福地iIl会

氾難捕辻1jt携F,11這　伊藤たでお氏

来J■).

1　地区辿に斬らない友の会独自の

活動

2　如月一回のiiEii会のF3MI'

7月12日　1　町-:I.病院で人工通折をF札没を

令迫統一1At求として

2　通院交通班の助成を全迫統一要求

3 .,ll.h･会への助成

4　町としてJぶ者のための定則相.淡会

の開催を

7月19日　退役Ll研修会lfT参加

難病センタ-弧設姑企1 ,000万円突破

を機に法人化へ

8月10日　地区役上皇会(釧路巾紗irr)

10月4日　第一回左の会交流会12名参加

11月1日　難病無料検診相談会(Lfi岸町社

会耐祉センター) 53名受.珍

3月7-8日　地区子辻Li研修会(釧旅舶Li

保健'#)

4月11日　友の会起nJ総会　参加宵16名

4月18日　節9回北軸迫難捕辿総会(札眺

市)参加11着弓

12月5日｢川際肺(,!f老年　難病と如祉を考

えるシンポジウム｣ (村会如祉センタ

ー)約100着て

1 982年(昭和57年)

4月10日　左の会定期総会(祉会糾祉セン

ター)

4月19日　難柄辿節10回総会1YHLtJ.lI/.A

4月20日　交流会l名参加

6月1 7日l!).li三浜中地rx_難病無料検.診机淡

会(浜申町公山mlf)蛋,諺宥71手;

10月10日　医梯相談会　期TL三協中央捕院

中井秀則先生(漁村センター)

1 983年(昭和58年)

3月2日　難病辿役旦1研修会(札伽巾)

2名参加1

3月5日　地区役目研修会(阿寒町雄LTI･粧､

'.;i'f林野保矧軒) 3名参加

4月16日　難病迎第11回総会　難病センタ

ー完成　難病連や務局センターへ

8月6-7日　全迫災会(旭川市)6名参加

8月23日　釧粍難病特.諺(協立病院) 4名

受,珍

10月l日　難病連投Ll研修会(早来町軌の

潟温泉)
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11月27日　難病と障IAtを考える災い

-これからの医蛸と福祉- (社会福祉

センター)

12月23日　同会け汚麻行動(p#l;ミ都) 1名

参力‖

24日　全国災会･デモ行進.国会話方願

1 984年(昭和59年)

3月3日　地区役上1研修会(根室市)

4月21日　難病述第12回総会　2名参加

22El　支部協議会

7月8日　FU_ji三･浜中地区難病検.診相談会

(町立l!jj;三病院)壁.診者73名

7月27-30日　全通雑会(函館市､十和田

丸耗1上)参brJ者10名

10月6-7日　全道役目研修会(古平町)

1名参加

1 985年(昭和60年)

l月27日　新年交流会開催(生活改善セン

ター) 30名参加

4月17日　難病述総会1名参加

9月l日　肝臓がん検一診(釧路市がん検診

センター)

11月10日　肝炎学習会　協立病院

m辺利雄先生(生活改善センター)

1 986年(昭和61年)

2月22日i正雄ブロック役目研修会(中標

津保在所温泉) 1名参加

4月19日　難柄辿総会　1名.LiJ.舵

7月6日　近火支部協議会(釧路市村祉会

館) 2手弓参加

8月2日　邦13会全迫発き会(札脱市) 3名

参加

10月26日　難病柳瀬t検,診相談会(浜中町老

人福祉センター)壁.診者59名

1 987年(昭和62年)

1月25日　学習･交流会(社会棚祉センタ

ー) 25名

2月28日　近火支部役Li研修(鈴木旅餓)

参加者33名

8月8-9日　第14lljl全迫災会(釧路市公

出船) (町よりJ且肴輸送車巡行)

1 988年(昭和63年)

3月12日　迫束支部研修会.会計監尭･ ■lt

業打ち合わせ(戟居クリンパーク)

4月16日　難柄述総会　2名山席

6月19日　難病検.i?相談会(町立Ig.rfと病院)

受話多者60名

9月3-4日　肝臓宇検.珍(弟子屈町) 12名

(釧路市) 18名

9月10-11日　全近役Al研修会　3名参加1

1 989年(平成元年)

2月5日　新役fl　井上京子､小野夕美子

8月5-6日　全迫災会(音-C町)大人11

名　こども3名参加

11月5日　難柄検,診相談会(町立惇ji!病院)

61名受,諺

1 990年(平成2年)

l月27-28日　近火6支部役目研修会(敬

居グリンパーク) (標茶･弟子屈支部

担当)

7月28-29日　全氾班会(札砂川J-) 2名参

加1

11月10-12日　全i凸役il研修(札幌市)

1991年(平成3年)

1月26-27日iEi如ブロック役Ll研修会

(茸老牛温泉) (qJ標辞支部担当) 5名

参加



●

●

2月24日　小柳悦子支部長札幌へ転出のた

め送別会

支部長に田宮滋子､ 7if務用品に山田

澄子退LH

7月27-29日　第18回全i丘班会(洞爺湖

言説泉)大人10名　こども1名参加

8月30日　釧椴地域合同レクリエーション

(釧路ヒルトップ) 4名

9月6日　肝臓がん検.諺(釧路市村祉会館)

30名

10月6日　シンポジウム｢難病.fil者･時'ir

者とrL:.JJ齢者の医糖と祁祉を語るつど

い｣ (社会福祉センター) 65名

10月16-17日　支部研修旅行(知床～排日

へ) (町衛生係より車､保健如同行)

1 992年(平成4年)

1月19日　支部新咋交流会(祁祉センター)

14名

23日　全近役Ll研修会(難柄センタ

-I lf'T

2月25-26日　近駁ブロック支部孜Ll研修

会(liJjit.浜中支部担当) (ホテル金

万) 30名

5月12日　リウマチ友の会交流会　4名参加

16-17日　難病辿総会(難病センター)

2名

7月31日～8月1日　第19回全迫班会

(札幌了rJ') 2名参加

30日　釧槻地域合IIJlレクリエーション

(釧路市柳町パークゴルフ､釧旅ヒル

トップホテル) 4名参加

8月27日　健鵬まつり協賛コーヒーショッ

プtLIJJ店(社会祁祉センター)

9月23日　支部研修旅行(茂老牛～網走)

12名参加(町より如､保健相司行)

11月8日15周年記念一群実地終打ち合わせ

7名参加

ll

11月18日　支部設立15周年記念講演　47

名参加

祝君Ll'会(社会祁祉センター) (ボラン

ティア､社会祁祉協議会協力) 45名

.LIJ.I.皆

1 993年(平成5年)

l月15日　釧路沖地に言発生PM806　M78

だ度6

23-24日　全退役Li研修会(難病セン

ター) 1名参力‖

30-31日　迫如地域支部役ti研修会(釧

淋支部担当) (エスカ)i,釧路) 7名参加

5月15日　難病辿総会(教If亨文化会館) 1名

参加

7月31日　第20回全迫災会･難病迎結成

20用咋記念.難病センター開設10周

畔..己念(教fJ'文化会館､グリーンホ

テル札幌) 8名参加

9月12日　白糠･音別支部結成大会(白糠

やまびこ会館) 7名参加

16日　すこやか榔祉過勤会(剥会祐柑ヒ

センタ-) 5名

19日　釧椴支部合同レクリエーション

(阿琴支部担当) (阿寒村Tfiの里パー

クゴルフ場､赤いベレー) 5名参加

31日　難病紙料検一診･相談会(町立浜

中,診瞭所)相談者　好岸13名､浜rrl

18名､釧路1名､標茶1名i汁33名

1 994年(平成6年)

1月28日　支部新年交流会(生活改酋セン

ター)

29日　近火地域支部役上1研修会(標

茶･弟子屈支部担当) (標茶町かや沼)

6名

4月28El　陣'Ltを持つ子と親の会"つばさ

の会"発足
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会Ii互■f.木川子.叫務)..7)ii紺野【11記子

会上18名

5月14-15日　難病述22回総会1名参加

7月30日～8月1日　第21回全迫災会(旭

川市) (町より保健相1名同行) 8名

参加

オプショナルツアー(大Jll山白金観

光ホテル) 7名参加

8月20日　肝臓がん検,諺(釧路福相t会鮒)

14名(町より3,000円助成､送迎車)

8月28日　白糠･音別支部交流会(阿寒町
"赤いベレー") 2名参加Ⅰ

9月17日　合同レクリエーション(I-iji壬

浜Lll支部担当) (LIJ.j='f,t少年自然の家)

47才;

11月6日　"つばさの会"交流会(つるい

グリンパーク) 26名参加

12月4日['ii凍り(.柑t制度.沸淡会(社会祁祉

センター) (バージャー病:iの会釧勧

支部主催) 30名参加

10日　第1回クリスマス家族交流会

(社会如祉センター) 36名

1 995年(平成7年)

1月21日　全泊支部役目研修会1名参加

2月4-5日　近来･十勝地区役目研修会

(阿寒支部担当) (サークルハウス亦

いベレー) 2名出席

17日　ストマ部会､あやめ会､札淡会､

交流会(社会榔祉センター) 9才;参加

4月15日　釧舶地L頁.支部打命会(社会鮎祉

センター) 10名参加

5月13日　難病姓総会　2手弓参加

20日　ストマ装11-の.掛lJl会(社会翻祉

センター) (フジタ調剤柴ll,l協力)

10名参加

7月6-7日　身障者分会合同祝鮮研修旅

行　忠類村(身障分会主催) 2名参加

29-30日　節22回全迫災会(札幌市)

2名参加

8月27日　釧椀地区合同レクリエーション

(lI1将帥支部担当) 7名参加1

9月15日　"つばさの会"交流会(阿寒湖

畔) 15名参加

30日　さわやか稲祉運動会､コーヒー

ショップ出1,I_i

l0月12-13日　身将J/)会合同研修旅行(糠

Jl':.首班) (難病迎主俳) (町より保

健如同行) 21名参加

-.月9日FT和音.紺附61m会(J　●

PC)全FJq入会(グリーンホテル,礼

幌) 1名参加

12月11日　クリスマス家族交流会(筑紫恋

公1七館) 41手;参加(ボランティア､

町保健如､身障分会会い)

1 996年(平成8年)

1月13日　新if三交流会(社会祁祉センター)

(身障分会三上僻) 10才HlL.席

2月10-11日　釧加地区支部役目研修会(ト

勝支部如当) (十勝川沿泉) 3BlLtJ.席

5月17-18日　難柄迎総会1寺川11肺

7月27日　支部12Li協.満会(山花リフレ)

2名出舵

8月3-4日　節23lrjl全迫災会(北見支部

担当)北見市(町より保健WFIL-'1行) 7手弓

17日JJf臓がん検.珍(釧路祁祉会館)

25才弓安.諺(町より3,000円助成､送

迎車)

9月28日　すこやか髄地軸祉巡動会(社会

祁祉センター)ふれあいのJtI_7;出Jt!,=　5

名参加

9月8日　釧准壬地区合同レクリエーション

(根室支部in_当) (根室市) 5名参加

11月23日　E実.糖講淡会･相談会(浜rll町総

合文化センター) (浜中町健ム耗まつり
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協ff)  120名参加

12月7日　身障分会合同研修旅行(lH以温

泉) 18名参加

12月15日　クリスマス家族交流会(社会71.i

祉センター) 35名参加(ボランティ

ア､身障分会会Al)

1997年(平成9年)

1 998年(平成1 0年)

●

l月12日　新年交流会(社会私柑Lセンター)

10名参加

25-26日　泊加地rS.支部役目研僧(中

符号I!支部担当) (中標津総合文化会館)

5名lLIJJ席

5月17-18日　難病迎総会(ホテルユニオ

ン) 2名参加

7月26日　耶24回全i白井主会(札蹴市) 3名

参加1

8月30日　肝臓がん検,諺(釧逆行rlJ-) 21名

受.諺

9月7日　釧椴地域合JFlJJレクリエーション

(白糠･音別支部担当) (音別町パー

クゴルフ場) 6名参力‖

27日　ふれあいのl.IHIJ.rJi (社会祁祉セ

ンター) 6手;参加

10月5日　赤い羽杜l術ir好lIを妄念(-(･野t二1公聞)

3名参加

25-26日　身障分会合同研修旅行(i,'i

別iLi泉) (難病地主俳) 19名参加

11月15日　E'寒糠,満納会(社会如祉センター)

50名参加

30日　全氾支部役目協議会(札砂川J-)

1&1参加

12月12日　ストマ部会交流会(社会祁祉セ

ンター) 10名参加(町保健如､釧路

支部会il)

13日　クリスマス家族交流会(社会祁

祉センター) 45名(身障分会会H､

支部会Ll)

1月11日　新年三交流親睦会(社会相祉セン

ター)　5名参加

24-25日　近火地区支部役Al研修会(I_81_

Ji三･浜中支部担当) (ホテル金万) 45

名参加

5月16-17日　難病辿総会(ホテルユニオ

ン) 2名参加

全迫支部協議会(難病センター) 2名

参加

6月21日　自立●Ji業センター｢さわやか釧

路｣ .誕立総会(身障者センター) 3才弓

参加

27日　森のおんがく会(札幌支部主催)

(キロロリゾート) 2名参加

7月25日　フリーマーケット出店(JlJl.]'f壬†1号

軸鮒) 5孝三参加

8月l ～3日　郡25回全迫斗主会(Jff別市)

(登別邦-沌本館) (町より保離船同

行) 8名参加

22日　肝臓がん検,珍(柄祉会館) 21才弓

･nlL.1年

9月5日　多雅性硬化症l'Ji蝶講桝会(祁祉

会館) 6手;参加

13日　釧税地区支部合IEllレクリエ-シ

ョン(釧路支lWl担当) (パークゴル

フ･ノロツコ号乗車) 6名参加

9月26日　ふれあいの店uH占(社会如祉セ

ンター) 10名参加

10月25日　支部.設立20周年話己念の災い(ホ

テル金方)


